
【解　答】

肝原発びまん性大細胞型B細胞
リンパ腫（DLBCL）

解説：
　背景肝疾患を認めない，比較的若年女性の肝腫
瘍である．腫瘍マーカーはすべて陰性であった．
肝ダイナミック CT 検査では分葉状の巨大腫瘍を
認め，外側区の末梢胆管は拡張している．造影パ
ターンは早期濃染を認めず，辺縁から徐々に造影
され，肝内胆管癌や転移性肝癌が疑われる所見で
ある．MRI 検査の拡散強調画像や PET-CT の所見
からも悪性腫瘍が疑われる．上下部消化管内視鏡
検査では異常所見はなく，転移性肝癌の可能性は
否定的である．以上より肝内胆管癌の診断で肝左
三区域切除術，リンパ節郭清術を施行した．摘出
標本の割面は灰白色調の境界明瞭な充実性病変が
認められ，外側区にも肝実質の淡い灰白色調変化
が認められた（Figure 4）．組織所見では大型異型
リンパ球様単核球が特定の構築をとらず，びまん
性に浸潤を認めた（Figure 5）．免疫染色ではCD30
陽性，BCL6 陽性，CD3 陰性であり，以上からび
まん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）の診
断であった．外側区の灰白色調の領域も，同腫瘍
細胞の浸潤を認めた．術前の MRI 検査の T2 強調
画像と拡散強調画像では外側区の病変を反映して
高信号を示していた（Figure 2a，b，矢印）．
　肝原発の悪性リンパ腫は，肝原発悪性腫瘍の

0.07％と非常にまれな疾患である1）．どの年代にも
発症し，臨床症状は非特異的であり，5 年生存率
は約 50％とされ予後は不良である2）．肝原発悪性
リンパ腫の 65％が DLBCL であると報告されてい
る3）．肝臓に単結節性，多結節性あるいはびまん性
の病変が認められ，発症原因としては慢性肝炎や
肝硬変，臓器移植，免疫不全などとの関連や，
HBV，HCV，HIV などのウイルスによる慢性炎症
の影響で，門脈域のリンパ球成分のポリクローナ
ルな増殖が惹起されることが病因と推定する報告
もある4）．特徴的な画像所見としては単純 CT で低
吸収域，造影 CT で乏血性腫瘍，MRI の T1 強調
で軽度の低信号，T2 強調で軽度の高信号，超音波
で内部均一な低エコー領域を呈することが挙げら
れるが，特異的な画像所見はなく，術前診断は困
難である5）．造影 CT や超音波検査で脈管が腫瘍内
部を貫通する所見（penetrating sign）が比較的特
徴とされるとの報告や5），PET の所見としては肝
内胆管癌と比較して DLBCL では FDG の取り込
みが高く，SUVmax が約 20 以上の高い FDG の取
り込みは DLBCL の可能性を考慮すべきという報
告がある6）．本症例では肝ダイナミック CT にて
penetrating sign が認められている（Figure 1a，
b，矢印）．治療は原則として R-CHOP 療法が推奨
されているが，化学療法のみでは 30～40％が再発
するため，R0が望めるなら外科的切除も考慮すべ
きと考えられる7）．
　以上より本症例は，患者背景や腫瘍マーカーは
典型的な原発性肝癌とは合致していない点，CT

Figure　4.　切除標本：割面は灰白色調の境界明瞭な充実
性病変が認められ，外側区にも肝実質の淡い灰白色調変
化が認められた．

Figure　5.　病理組織学的所見：大型異型リンパ球様単核
球が特定の構築をとらず，びまん性に浸潤を認めた．
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における penetrating sign，MRI の外側区の所見，
PET にて FDG の取り込みが比較的高い点を考慮
して，肝原発悪性リンパ腫も鑑別すべき症例で
あったと考えられる．
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